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１ 研究目的 
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３）分析方法 
分析は，PASW Statistics 19 を用いて統計処理を行った．各小単元間と質問項目の回 
答の同一性の検討は Freidman 検定を行った．また，関連性の検討は χ２検定を行い，












表Ⅱ 経験年数と質問項目  
         
         質問項目  
 
 
 小単元  





































































１．身体機能の発達  ** *     
２．生殖にかかわる機能の成熟  * *     
３．精神機能の発達と自己形成  **      
５．身体の環境に対する適応能力・至適範囲      *  
６．飲料水や空気の衛生的管理     *   
７．生活に伴う廃棄物の衛生的処理      *  
９．交通事故などによる傷害の防止      ** ** 
10．自然災害による傷害の防止      **  
11．応急手当      ** ** 
12．健康の成り立ちと疾病の発生要因  ** **     
14．喫煙，飲酒，薬物乱用と健康       * 
15．感染症の予防  ** * *    
*p<.05 **p<.10 ｎ=246～254 
経験年数は，5 年未満，5 年以上 10 年未満，10 年以上 20 年未満，20 年以上の４に区分．  
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年未満と記す）は 74.7％，5 年以上 10 年未満の教員（以下，5 年以上 10 年未満と記す）














５年以上 10 年未満は 67.3％，10 年以上 20 年未満は 86.6％，20 年以上は 89.8％であっ





満は 57.4％，５年以上 10 年未満は 52.6％，10 年以上 20 年未満は 51.0％，20 年以上は
64.3％であった．また，残差分析の結果から 5 年以上 10 年未満が「そう思わない」の回




５年以上 10 年未満は 76.3％，10 年以上 20 年未満は 78.4％，20 年以上は 67.2％であっ
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満は 57.4％，５年以上 10 年未満は 52.6％，10 年以上 20 年未満は 51.0％，20 年以上は
64.3％であった．また，残差分析の結果から 5 年以上 10 年未満が「そう思わない」の回




は 57.4％，５年以上 10 年未満は 52.6％，10 年以上 20 年未満は 51.0％，20 年以上は
64.3％であった．また，残差分析の結果から 5 年以上 10 年未満が「そう思わない」の回




満は 687.6％，５年以上 10 年未満は 58.6％，10 年以上 20 年未満は 71.2％，20 年以上
は 70.0％であった．また，残差分析の結果から 5 年以上 10 年未満が「そう思わない」
の回答が有意に多く，20 年以上は「まあそう思う」の回答が有意に多い．「研修会があ
れば参加する」の回答にも有意な関連がみとめられ，5 年未満は 66.7％，5 年以上 10 年






満は 64.1％，５年以上 10 年未満は 56.1％，10 年以上 20 年未満は 61.5％，20 年以上は





満は 76.5％，５年以上 10 年未満は 72.8％，10 年以上 20 年未満は 84.3％，20 年以上は
79.9％であった．また残差分析の結果から 5 年以上 10 年未満が「そう思わない」の回答
が有意に多く，20 年以上は「まあそう思う」の回答が有意に多い．「研修会があれば参
加する」の回答にも有意な関連がみとめられ，5 年未満は 76.5％，5 年以上 10 年未満は
76.7％，10 年以上 20 年未満は 75.0％，20 年以上は 55.0％の肯定的回答であった．残差





- 5 - 



















５年以上 10 年未満は 86.4％，10 年以上 20 年未満は 94.2％，20 年以上は 91.1％であっ
た．残差分析の結果では 5 年以上 10 年未満が「そう思わない」の回答が有意に多く，5















事故などによる傷害の防止」「応急手当」などの小単元では，5 年以上 10 年未満の教 
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員の指導において生徒が考えたり，工夫していないと感じていることが明らかになっ 
た．  
４．研修会の参加に対する意識では，経験年数の浅い教員が積極的であり，経験年数の 
多い教員とは違う傾向がみられた． 
 
今後の課題 
 本研究では，効果的な保健学習の指導を行えるように学習支援の在り方や経験年数の
浅い教員への支援の方策などについて検討を行った．特に，各小単元の指導においては
経験年数の浅い教員への支援が必要であると考えられた．そのため，各小単元の特性に
ついてさらに分析を深め，各小単元の指導方法についても検討していくことを今後の課
題としている． 
